
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

報　　告　　書

　　　○　校区内にある学校林の整備や間伐をしたり、地域の方の話を聞いたりする
　　　　  活動を通して、森林が果たす役割について学ぶ。
　　　　○　学校林に記念プレートを設置したり、ヒノキを利用した作品を作ったりして
　　　　　活動を振り返ることで、森林を守っていくことの大切さを実感する。

学校・地域環境保全コース

観音寺市立大野原小学校

５年生

　　大野原小学校全校生542名によるグループです。中心となって活動するのは５年生94名です。
　児童は明るく素直で、みんな仲よく過ごしています。みんなが心をひとつにし、学校林を大切に
　守っていきたいと思います。

わが町大野原の森林を守ろう！

事前に地域の方から学校林の歴史や道具の使い方等を学び、学校林での森林環境学習で

は、実際の間伐作業を見学したり、児童全員がヒノキの輪切り体験に挑戦したりしました。

地域ボランティアの方から学校林の歴

史や道具の使い方を教えてもらいました。

倒したヒノキの輪切り

に挑戦しました。

学校林に記念プレートを設置し、

活動の振り返りをしました。

地域の森林ボランティアの方たちと一緒に整備や間伐作業をすることを通して、森林への理解を

深め、伝統ある活動を受け継ぎ、森林を守っていこうとする気持ちを高めることができました。

ロープをみんなで引っ張り、

ゆっくりと木を倒していきました。


